
環境省自然環境局京都御苑管理事務所

令 和 ４ 年 度 京 都 御 苑 閑 院 宮 邸 跡 万 代 塀 改 修 工 事

工事設計図
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工事対象範囲

(既存建物)
管理事務所
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宮内庁京都事務所
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仙洞御所

京都護衛署

皇居警察本部

宗像神社

環境省京都御苑
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※工事用水及び電力の取り出しは、現場指示とする。

※工事車両の通行は、安全に充分配慮し、園内は10km/h以下の徐行とする。

※工事車両駐車スペース、資材置場については現場指示とする。

公園名称 京都御苑

工事名称 令和４年度京都御苑閑院宮邸跡万代塀改修工事
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環境省自然環境局
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付近見取図・配置図 図示（A1）

令和4年8月31日

工事対象範囲
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配置図
付近見取図

S=1/2500

S=1/300
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丸太柱φ70

W150×H300ｔ15

公園名称 京都御苑

工事名称 令和４年度京都御苑閑院宮邸跡万代塀改修工事

縮
尺図面名称 1:100（A1）

年月日 図面番号
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環境省自然環境局
事務所名

京都御苑管理事務所

現況平面図・正面図

ハッチング部分：人工芝シート敷

万代塀（17.90ｍ）撤去
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令和4年8月31日

室外機
給湯器

洗濯機

室外機 室外機
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＋127

丸太柱φ70　6本撤去
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クス（幹周75.2㎝）高さ5.0ｍ

カキ（幹周64.4㎝）高さ4.0ｍ

トベラ（幹周37.7㎝）高さ4.0ｍ

万代塀（28.62ｍ）撤去

樹木３本　撤去（抜根共）
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1：20（A1）

万代塀　撤去　（46.5ｍ）

令和４年度京都御苑閑院宮邸跡万代塀改修工事

断面図（控えナシ）　S=1/20断面図（控えアリ）　S=1/20正面図　S=1/20

撤去詳細図（１）

令和4年8月31日

根固め捨てコンクリート

03/10



既存　万代塀

既存　木塀

既存建物

（閑院宮邸跡）

犬走り

溝

既存　桝

1,1858408801,600

4,600

4
0
0

1,600 880 840 1,185

既存　万代塀

1
,
3
6
0

7
40

6
0

銅板包み：銅板　厚0.35 控柱：75角

砂利敷き

縦板：厚12

胴縁：40×30

3
0

1
,
5
6
0

6
0

控柱：75角

1,1858408801,600

4,600

2-D10
20202020

D10 @200

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　L-450 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　L-450 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　L-450

京都御苑公園名称

工事名称

会社名

図面名称

年月日

事務所名

縮
尺

図面番号

株式会社莫設計同人

環境省自然環境局
京都御苑管理事務所

照
査

照
査

設
計

設
計

1：20（A1）

令和４年度京都御苑閑院宮邸跡万代塀改修工事
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既存建物
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透水性コンクリート平板ブロック(300×300×60）舗装

令和4年8月31日

1
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1
0
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凡例

※透水性コンクリート平板ブロックは全国エクステリアコンクリート協会又は同等品とする

地先境界ブロック(120×120×600)

地先境界ブロック(120×120×600)

収縮目地10㎜とする（ゴム製目地材）
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　透水性ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装
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透水性コンクリート平板
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路盤：再生砕石
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捨てコンクリート

120×120×600
地先境界ブロック
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砂敷き30,再生砕石100(21.0㎡)

モルタル10,捨てコン50,再生砕石100(1.74m)

モルタル10,捨てコン50,再生砕石100(0.93m)



　　　　撤去

小扉　撤去
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1,055201,055

鋼材で再利用とする部分は、ケレンの上、塗装仕上げとする。鋼材

■特記事項（修繕対象箇所のみ）

木材の見え掛かり部は木材表面保護塗料ガードラック塗装とする。

木材の見え掛かり部は面取りを行なう。

本製品はAQ認証取得工場にて制作するものとする。

加圧注入方法はJIS A 9002による。

木材は全て加工後、AZNAﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

木材は薬剤注入に適するように天然、又は人工乾燥処理を行う。

木材は杉材（角材はブレーナー加工）を使用する。木材
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壁板　w150 t15 壁板　w150 t15

（ケレン・塗装）

小扉フレーム　撤去

人造石洗い出し仕上　撤去

小扉フレーム

新設下地材　50×25

w150 t15

壁板　　

新設アングル　20×20 t3

新設下地材　50×25

新設アングル　20×20 t3

＜現況・撤去図＞

丸棒貫抜　撤去

京都御苑公園名称

工事名称

会社名

図面名称

年月日
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図面番号

令和４年度京都御苑閑院宮邸跡万代塀改修工事

株式会社莫設計同人

環境省自然環境局
京都御苑管理事務所
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計
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1：20（A1）門扉改修図

人造石洗い出し仕上（現地左官仕上）

施工を行うこと。

門柱の人造洗い出し仕上は数種類のサンプルを作成し、監督職員の承認を得てから

修繕条件につき図面と現況が異なる場合には、現況を優先する。

アクリルウレタン樹脂塗装とする。

鋼材の見え掛かり部は、変性エポキシ樹脂塗料による下塗りの上、

鋼材は、溶融亜鉛メッキとする。

立面図　S=1/20

平面図　S=1/20

新設下地材　（鋼材）立面図　S=1/20

平面図　S=1/20

令和4年8月31日 05/10



木材 木材は杉材（角材はブレーナー加工）を使用する。

木材は薬剤注入に適するように天然、又は人工乾燥処理を行う。

木材は全て加工後、AZNAﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

加圧注入方法はJIS A 9002による。

■特記事項

鋼材

木材の見え掛かり部は面取りを行なう。

木材の見え掛かり部は木材表面保護塗料ガードラック塗装とする。

鋼材の見え掛かり部は、変性エポキシ樹脂塗料による下塗りの上、

アクリルウレタン樹脂塗装とする。

ボルト類

座掘

ボルト・コーチスクリューは、図示無き限り、溶融亜鉛メッキとする。

木ねじ類はステンレスを使用し、皿もみ加工を行う。

見え掛り（木材表面）のボルト、コーチスクリューは図示無き限り座掘内に納める。

見え掛りの座掘は、シリコンキャップをつける。

製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。

本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

本製品は（一社）日本公園施設業協会のＳＰ表示認定企業にて製作する。

設計条件や商品改良によって図面を変更する場合があります。

鋼材は、溶融亜鉛メッキとする。

GL＝BM±0 GL

BM±0
GL

※木柵は（株）ザイエンス製同等品以上とする。

※色についてはサンプルを提出して承認を得ること。

※基礎は620以上の根入れを確保すること。

※掘削を行う際、両サイドの樹木根については根切すること。

※施工にあたり現地地盤を測量し施工図を作成すること。

※松の木について根切は鋭利な刃で切断し、防腐及び保湿養生を行い丁寧に扱うこと。

※寸法は現場合わせとする。

京都御苑公園名称
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会社名

図面名称

年月日
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尺
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収縮目地10㎜とする（樹脂発泡体目地材）



木材 木材は杉材（角材はブレーナー加工）を使用する。

木材は薬剤注入に適するように天然、又は人工乾燥処理を行う。

木材は全て加工後、AZNAﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

加圧注入方法はJIS A 9002による。

■特記事項

鋼材

木材の見え掛かり部は面取りを行なう。

木材の見え掛かり部は木材表面保護塗料ガードラック塗装とする。

鋼材の見え掛かり部は、変性エポキシ樹脂塗料による下塗りの上、

アクリルウレタン樹脂塗装とする。

ボルト類

座掘

ボルト・コーチスクリューは、図示無き限り、溶融亜鉛メッキとする。

木ねじ類はステンレスを使用し、皿もみ加工を行う。

見え掛り（木材表面）のボルト、コーチスクリューは図示無き限り座掘内に納める。

見え掛りの座掘は、シリコンキャップをつける。

製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。

本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

本製品は（一社）日本公園施設業協会のＳＰ表示認定企業にて製作する。

設計条件や商品改良によって図面を変更する場合があります。

鋼材は、溶融亜鉛メッキとする。

BM±0

※木柵は（株）ザイエンス製同等品以上とする。

※色についてはサンプルを提出して承認を得ること。

※基礎は620以上の根入れを確保すること。

※掘削を行う際、両サイドの樹木根については根切すること。

※施工にあたり現地地盤を測量し施工図を作成すること。

※松の木について根切は鋭利な刃で切断し、防腐及び保湿養生を行い丁寧に扱うこと。

※寸法は現場合わせとする。
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BM±0

木材 木材は杉材（角材はブレーナー加工）を使用する。

木材は薬剤注入に適するように天然、又は人工乾燥処理を行う。

木材は全て加工後、AZNAﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

加圧注入方法はJIS A 9002による。

■特記事項

鋼材

木材の見え掛かり部は面取りを行なう。

木材の見え掛かり部は木材表面保護塗料ガードラック塗装とする。

鋼材の見え掛かり部は、変性エポキシ樹脂塗料による下塗りの上、

アクリルウレタン樹脂塗装とする。

ボルト類

座掘

ボルト・コーチスクリューは、図示無き限り、溶融亜鉛メッキとする。

木ねじ類はステンレスを使用し、皿もみ加工を行う。

見え掛り（木材表面）のボルト、コーチスクリューは図示無き限り座掘内に納める。

見え掛りの座掘は、シリコンキャップをつける。

製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。

本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

本製品は（一社）日本公園施設業協会のＳＰ表示認定企業にて製作する。

設計条件や商品改良によって図面を変更する場合があります。

鋼材は、溶融亜鉛メッキとする。

※木柵は（株）ザイエンス製同等品以上とする。

※色についてはサンプルを提出して承認を得ること。

※基礎は620以上の根入れを確保すること。

※掘削を行う際、両サイドの樹木根については根切すること。

※施工にあたり現地地盤を測量し施工図を作成すること。

※松の木について根切は鋭利な刃で切断し、防腐及び保湿養生を行い丁寧に扱うこと。

※寸法は現場合わせとする。
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既存建物

（閑院宮邸跡）
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仮設計画図

フェンスバリケード　H=1.8m
仮囲い　20.2m 仮囲い　1.2m

フェンスバリケード　H=1.8m


